
案件（１）
前回までの会議の振り返り

資料２

令和５年６月２１日

第１回三沢市中小企業振興会議



≪振り返り、意見の集約≫
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≪振り返り・委員からの意見≫

月舘委員
＊雇用の創出に関して、広域での連携を是非進めていかなければないと思う。

＊雇用の促進や創出において、三沢市を含む県南地域はアクセスや住環境が他地域に比べて良い。

＊より多くの選択肢を望めるよう、市町村の枠によらない広域連携を進めていかなければならない。

附田委員
＊人口減少を前提とした政策を今後とっていくのか、また企業の生産性をどのように考えていくのかによって、
取組の方向性が変わってくると思うが、どのように考えているのか。

片山委員

＊市内に集積している製造業は重要で、様々な波及効果があり、自治体にとっても大きな影響を与えると思う。

特に三沢の農水産物を加工して付加価値を捻出し、域外に販売して外貨を獲得する仕組みが加速すればいいと
思う。

＊人材の確保は多くの企業にとって課題となっている。
＊DXの観点から市独自のツールで求人情報等の発信ができれば良い。
＊近年では、原油・物価高騰が各業種に大きな影響を与えている。支援策はどのようなものが必要か。

工藤委員

＊事業承継について、市においても連携サポート体制を。
＊移住・定住の促進や担い手を育てる企業誘致、起業による産業基盤を整備し、人口減少の歯止め対策に
について議論をお願いしたい。

＊三沢市においても都市部の大企業の働き方の多様化により、大企業やベンチャー企業等で働く優秀な人材の
副業・兼業は、スキルアップ等、大企業にとって人気が高くなっている。こうした地域貢献人材の活用方法の
紹介や市内企業と地域貢献人材のマッチングを支援するプロジェクトを考えてみては。
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≪振り返り・委員からの意見≫

成田委員
＊出生・死亡数もさることながら、企業誘致や担い手確保等、引き続きそれらの施策を推進していくしかない。
＊創業支援によって、地域における職業の幅も増えるので重要だと思う。

内澤委員
＊家を建てる場合、市内ではなく近隣自治体（おいらせ町、六戸町）を選ぶ方が多いように感じる。結
婚についても減ってきている状況が見える。三沢市に住むと、こういう良いことがあるという風な対策を立てて
いけばある程度は人の確保ができるものと思う。

田村委員
＊本学（八戸学院大）学生の場合、約60%奨学金を借りていて、卒業時には約600万円の負債を抱えている。給

料が低いと当然返済による負担も大きいことから、給料水準の高い都市部に向かう傾向があると思っている。
＊給料そのものは企業の状況にもよるが、他自治体では奨学金返済額の半額を控除する支援を行っており、そう
いった行政からのアプローチも重要であると考える。

中村委員
＊三沢商業では約4割の卒業者が就職しており、そのうち多くは県内で就職している。
＊生徒は地元（企業）定着に向けて勉強・活動しているので、企業の皆さんとともに取り組んでいきたい。

南委員
＊出生数と死亡数が2015年のあたりを境に死亡数が右肩上がり、逆に出生数が減少傾向に入れ替わっているが、
この部分は何かの要因があるものなのか。

花田委員
＊人口を増加させるには、雇用の場を増やすことが大事。奨学金を借りて大学を卒業した方への補助や助成
があれば、企業としても若者を雇いやすい。聞くところによると約6割の学生が奨学金を利用しているようで、
企業としても検討したい。県では一部実施しているが、市の方でも考えてみてはどうか。
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≪振り返り・委員からの意見≫

保坂委員

＊UIJターンや若者・女性の定着を議論する上で三沢市単体の施策だけでなく、周辺市町村を巻き込んだ施策
の検討も必要で、地域の風土も重要になってくると考える。
＊出張や単身赴任で三沢を訪れている人や米軍・自衛隊関係者が三沢市にお金を落としたいと思える商品・サー
ビスの生産が必要。そのような商品・サービスを作り出す事業者に対して、支援する施策が必要。

＊中学・高校卒業の受け皿がないことが三沢市の人口流出要因の一つであると思う。例えば六ヶ所やむつ市
のようにサテライトキャンパス設置も選択肢の一つであると考える。

＊10代20代の若年者をつなぎとめる施策も重要だが、社会人のリカレント教育の場も必要であると考える。
＊IT人材に関しては男女問わず、育成・養成していく必要であると考える。
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三沢市議会における意見交換会（R5.1.11） 意見のポイント

(1)中小企業が抱える今後の課題について

鹿
目
委
員

＊官民連携の人材育成・創出

＊ＩＴ化・デジタル化等に伴う伴走型支援

＊後継者不足に伴う廃業・閉店への支援

西村
議員

・行政と企業の連携は大事。本腰を入れて。
・ＩＴ人材の伴走支援は国だけでなく、市でも
やっていく必要がある。

中村
委員

・商業就職者のうち、多くは県内で就職する。
・生徒は地元定着に向け勉強・活動しているので、
共に取り組んでいきたい。

田嶋
議員

・後継者もそうだが、現場の人材確保が難しい。
・そもそも何から手を付けていったら良いか・・

片山
委員

・人材の確保は多くの企業にとって課題。
・ＤＸの観点から市独自のツールで求人情報等の
発信ができれば良い。

(2)雇用の場の創出について

月
舘
委
員

＊雇用促進/創出において県南地域は優位

＊より多くの選択肢を望めるよう、広域連
携を進めていかなければならない

奥本
議員

・行政がガンガン引っ張っていかないと。

成田
委員

・創業支援によって職業の幅も増えるので大事。

佐々木

議員

・専門家派遣・伴走型支援ができるような体制を。
・市内の優れた企業技術を若者へ教えてあげる。
・細分化された創業支援や産学官金の連携体制。

保坂
委員

・交通インフラ等、住環境の良さは強み。
・サテライト含め高等教育機関を。(進学流出対策)
・社会人のリカレント教育も必要
・若者女性定着は賃金だけでなく地域風土も大事。

春日
議員

・奨学金返済支援もポイント
・育休女性のテレワーク等、デジタル人材の育成。

保坂
委員

・ＩＴ人材は男女問わず。人材の掘り起しも大事。

遠藤
議員

・資格等、仕事に近づく取組があれば。
・若者へのキャリア教育でＵＩターン促進を。

久保
委員

・様々な働き方を応援する取組があれば助かる。
・一旦県外に出てから戻るシステムがあれば。
・視察した先進事例を知る場が欲しい。

奥
崎
委
員

＊7月に一方通行が解除され、交
通量が増えたが、この地区をど
のように整備していくか。

(3)三沢市中心商店街地区について

舩見
議員

・民間主導で展開していくべき。
・渋滞緩和のため駐車帯等があれば。
・排雪も県と連携し進めていきたい。

花田
委員

・三沢の本当の姿が見える通り。
・できれば拡幅のうえ、しっかりし
た通りにしていきたい。

孝幸
議員

・今一度あの通りの目的を一緒に考
えていかなくてはならない。
・一番いい方法は産「学」官金。

附田
委員

・昔は魅力のある通りだった。
・これを変えるには、官民連携し本
腰を入れて開発していかなければ。
・今のスタンスは非常に中途半端。

瀬崎
議員

・渋滞問題は時差式信号等で暫定的
な対応も必要かと。
・シャッターアート等は明るいイ
メージができて良いと思う。

人材確保・育成

後継者対策

デジタル・DX

伴走型支援

多様/柔軟な働き方

情報発信

雇用後教育/養成の場 広域連携

一緒に考えていく

官民/産学官金の連携

≪振り返り・意見交換会での意見≫
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≪振り返り・意見の集約≫

■これまでの意見を分類

≪グループ１≫若年者の地元企業への定着、UIJターン促進

≪グループ２≫人材の育成、確保、地元企業の基盤維持

• 転職を契機とした県外（市外）への転出、就職を契機とした転入状況は？
• 高校生、大学生の進路状況は？ ・給与水準の高い都市部（県外）への転出？
• 奨学金の利用状況は？ etc.

• 人材育成、確保の企業的優先度は？ 事業承継に関する状況は？
• DXやIT人材に関する取組状況は？ etc.

学生・求職者・被雇用者
に関する取組

企業・雇用者
に関する取組

≪グループ３≫その他未分類事項

• 物価高騰、原油高、コロナ禍といった外的要因によるもの
• 当会議自体に係ること

※今回会議の意見等を
含め、再整理
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・雇用の創出に関しては広域での連携が必要。

・働きやすい職場環境づくりの整備。

・後継者不足、事業承継への対応。（廃業の回避）

◆Ｒ４年度会議での意見集約

・求人情報の発信等ができればよい。

・（若年者の流出に対して）出て行かせないよりも、
県外へ出た人が戻って来れるシステムが必要。

・奨学金利用者への支援等が必要。

◆市議会との意見交換会での意見集約

・企業のＩＴ化、デジタル化に伴う伴走型支援が必要

・多様・柔軟な働き方。

・雇用後における教育/養成の場。

・産学官金の連携（官民連携の人材育成・創出）

・デジタル・DXの観点からの求人等の情報発信。

・職業の選択肢を広げるための広域連携。

地

域
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通
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題

若
年
者
の
地
元
企
業
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の
定
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Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進

人
材
育
成
・
確
保

地
元
企
業
の
基
盤
維
持

そ
の
他
の
意
見

・官民連携での人材育成の取組が必要

・サテライトキャンパスを含めた高等教育機関の設置

・ＩＴ人材の育成は子育てのために退職したお母さん
の堀り起こし。その他埋もれた人材の掘り起し。

1.

2.

3.・原油・物価高騰の支援策。

・変化の時代に対応できる人材の創出が必要。
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・住宅リフォーム補助金減額による地元企業離れ。

≪意見の集約⇒項目・要点を抽出≫

・情報発信。

・企業誘致の強化。
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１.若年者の地元企業への定着
ＵＩＪターン促進

２.人材育成・確保
地元企業の基盤維持

３.その他の意見

県外へ出た人が戻って
来られるシステムが必要

雇用創出での広域連携

（雇用）情報発信の強化

雇用者教育・養成の場

企業誘致の強化

ＩＴ化・デジタル化に伴
う伴走型支援

官民連携での人材育成

地域間交流・広域連携

後継者不足・事業承継

職場環境・働き方改革

物価高騰への支援

建物リフォーム補助金の
上限額見直し

地域就職者への奨学金返
還支援

高等教育機関・サテライ
トキャンパスの設置


